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Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 
　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　ICT専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰO法人　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気で
す）の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、通所生活介護施設に通う三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




ICT活用のヒント 

出来る工夫 
音声を扱えるか？



Society5.0の時代には 
ICT機器は音声で操作するもの？！ 

AIの活用

アプリを使うのは 
昭和・平成世代 

Aiを使うのは 
平成～令和



Society5.0の時代には 
ICT機器は音声で操作するもの？！ 

音声入力



音声コントロール 





スイッチコントロール 
スイッチにサウンドが選択可能

物理的なスイッチや画面操作が難し
い場合に、音声をスイッチとするこ
とが可能です。





AssistiveTouch 
ゲームコントローラーを使用

https://www.hirake55.com/blog.php?
id=363&fbclid=IwAR0vlWD6S_yfrFvoAUAENdVckrRQT2etnkEOFlqmgmh0LuCaqS8MNDWEhEs

マウスやトラックボール等が操作で
きなくて、ジョイスティックが操作
できる場面で活躍しそうです。

https://www.hirake55.com/blog.php?id=363&fbclid=IwAR0vlWD6S_yfrFvoAUAENdVckrRQT2etnkEOFlqmgmh0LuCaqS8MNDWEhEs
https://www.hirake55.com/blog.php?id=363&fbclid=IwAR0vlWD6S_yfrFvoAUAENdVckrRQT2etnkEOFlqmgmh0LuCaqS8MNDWEhEs




Scribble日本語対応手書き文字認識　スクリブル 
Pencilで手書きが自動テキスト変換





ICT活用のヒント 

役割分担（協働作業） 
健常者との差別化



https://wheelog.com/hp/mission

https://wheelog.com/hp/mission


eMotion Project

https://www.youtube.com/watch?v=qDlreTwJsfs

https://www.youtube.com/watch?v=qDlreTwJsfs


Drone Accessibility Project



重度障害者がロボットで接客する実験カフェ分身 
「ロボットカフェ DAWN ver.β」11月にＯＰＥＮ！



ファストファッションで世界的に有名なUNIQLOが、スマホで絵を描いて
シェイクするだけで、簡単にオリジナルデザインのアイテムをつくることが
できるサービスUTme！を展開しています。
AndroidおよびiOS用専用アプリを使って、撮影した写真や描いた絵を使っ
てTシャツやスウェットパーカー、トートバッグをデザインをしてオンライ
ン販売もできちゃうという仕組みです。

https://sam-eatlab.blog.jp/archives/26910633.html

https://www.uniqlo.com/
https://utme.uniqlo.com/
https://sam-eatlab.blog.jp/archives/26910633.html


コンビニエンスストアLAWSONローソンが、店内淹れたてコーヒー
「MACHI café（マチカフェ）」のカップデザインにPICFA（ピクファ）」
の障がいのあるアーティストが描いた絵を採用しています。

https://sam-eatlab.blog.jp/archives/28261940.html

https://pont.co/u/picfa
https://sam-eatlab.blog.jp/archives/28261940.html






まとめ



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


ICT機器に 
子どもたちをあわせる 

⇓ 
子どもたちに 

ICT機器をあわせる



支援者の引き出しが 
増えないと 

⇓ 
子どもたちの 

選択肢（依存先）は増えない



支援者の負荷が 
増えると（頑張れば） 

⇓ 
子どもたちの負荷は 
減る（楽になる）



教員のさせたいことではなく 
⇓ 

子どもたちのしたいこと



Technology 

の先に何が‥‥



参考図書

















































マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポケッ
トプロジェクト」をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



EDGE



h"p://npo-atds.org	

h"ps://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi
http://npo-atds.org

